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今
年
八
月
一
日
か
ら
三
一
日
ま
で
、
鹿
追
町
の
福

原
記
念
美
術
館
の
一
角
で
「
松
本
五
郎
展

－

自
由
な

心
を
求
め
て
」（
松
本
五
郎
追
悼
展
実
行
委
員
会
主

催
）
が
開
か
れ
た
。「
松
本
五
郎
」
と
い
う
名
を
耳

に
す
る
と
、
道
内
で
は
ピ
ー
ン
と
来
る
読
者
の
方
も

多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
道
内
の
メ
デ
ィ
ア
等

が
大
日
本
帝
国
時
代
の
治
安
維
持
法
（
一
九
二
五
年

制
定
、
一
九
四
一
年
の
法
改
正
で
厳
罰
化
）
に
よ
る

弾
圧
問
題
を
取
り
上
げ
る
と
き
に
、
厳
し
い
弾
圧
経

験
を
持
つ
道
内
の
当
事
者
と
し
て
松
本
さ
ん
や
そ
の

ご
親
友
の
菱
谷
良
一
さ
ん
の
こ
と
を
た
び
た
び
報
じ

て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
私
が

紹
介
す
る
ま
で
も
な
く
、
本
追
悼
展
の
開
催
を
知
っ

て
い
た
、
ま
た
は
本
追
悼
展
を
観
に
行
っ
た
と
い
う

読
者
も
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
二
〇
二
〇
年
一
〇
月
二
四
日
に
九
九
歳
で
お
亡
く

な
り
に
な
っ
た
松
本
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
る
小
学

校
で
の
教
職
を
経
た
後
に
高
校
の
美
術
教
員
を
務
め

た
画
家
で
あ
っ
た
。
旭
川
師
範
学
校
で
学
ん
で
い
た

一
九
四
一
年
九
月
二
〇
日
、
多
数
の
思
想
犯
を
生
ん

だ
世
紀
の
悪
法
の
一
つ
で
あ
る
治
安
維
持
法
違
反
を

問
わ
れ
、
菱
谷
さ
ん
ら
と
と
も
に
逮
捕
さ
れ
た
。
二

〇
歳
の
と
き
で
あ
っ
た
。
夏
は
暑
く
、
冬
は
極
寒
の

旭
川
刑
務
所
で
一
年
三
か
月
の
獄
中
生
活
を
強
い
ら

れ
た
後
に
、
菱
谷
さ
ん
ら
と
と
も
に
釈
放
さ
れ
た
。

　
松
本
さ
ん
た
ち
は
、
治
安
維
持
法
第
一
条
の
「
国

体
ヲ
変
革
ス
ル
コ
ト
ヲ
目
的
ト
シ
テ
（
中
略
）
結
社

ノ
目
的
遂
行
ノ
為
ニ
ス
ル
行
為
ヲ
為
シ
タ
ル
者
…
」

と
み
な
さ
れ
た
。
よ
り
具
体
的
に
書
く
と
、
松
本
さ

ん
ら
は
日
常
生
活
の
各
シ
ー
ン
を
題
材
に
絵
を
描
い

て
き
た
が
、
こ
れ
ら
の
中
の
例
え
ば
レ
コ
ー
ド
鑑
賞

中
の
学
生
た
ち
や
休
憩
中
に
寝
転
が
っ
て
話
を
す
る

学
生
た
ち
の
姿
等
が
「
目
的
遂
行
ノ
為
ニ
ス
ル
行

為
」、
す
な
わ
ち
共
産
党
等
の
結
成
を
目
的
と
す
る

集
い
や
啓
蒙
活
動
に
該
当
す
る
と
さ
れ
た
の
で
あ
る

（
生
活
図
画
事
件
）。

　
福
原
記
念
美
術
館
で
松
本
さ
ん
の
油
彩
画
（
そ
の

多
く
は
風
景
画
と
静
物
画
）
を
目
に
し
た
瞬
間
、「
素

朴
な
美
し
さ
と
力
強
さ
の
双
方
が
備
わ
っ
た
絵
」
と

い
う
印
象
を
受
け
た
。
生
活
図
画
事
件
当
時
の
作
品

と
タ
ッ
チ
は
似
て
い
る
が
、
一
味
違
う
作
風
が
示
さ

れ
て
い
る
。
展
示
さ
れ
て
い
る
作
品
だ
け
を
切
り

取
っ
て
見
て
い
る
と
、
一
人
の
画
家
の
身
の
上
に
国

家
権
力
が
い
か
な
る
形
で
襲
い
か
か
り
、
表
現
す
る

こ
と
が
罪
に
問
わ
れ
、
そ
の
経
験
が
ど
れ
ほ
ど
の
辛

苦
を
強
い
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
を

読
み
と
り
に
く
い
か
も
し
れ
な
い
。

　
苛
酷
な
経
験
を
人
前
で
語
る
こ
と
に
は
大
き
な
勇

気
が
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
語
る
と
い
う
行

為
自
体
が
追
体
験
等
に
よ
り
強
い
苦
痛
を
も
た
ら
し

か
ね
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
だ
。
松
本
さ
ん
も
長
い

間
、
生
活
図
画
事
件
に
つ
い
て
人
前
で
語
る
こ
と
が

な
か
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
し
か
し
、
教
え
子
た
ち

の
支
え
等
も
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
事
件
が
繰
り
返
さ

れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
証
言
活
動
を

始
め
た
の
だ
と
い
う
。

　
大
日
本
帝
国
時
代
は
、
要
塞
地
帯
法
（
一
八
九
九

年
制
定
）、
軍
機
保
護
法
（
一
八
九
九
年
制
定
）、
治

安
維
持
法
と
い
っ
た
治
安
立
法
の
下
で
数
多
の
人
々

が
監
視
さ
れ
た
り
、
恣
意
的
な
逮
捕
や
予
防
拘
禁
等

に
よ
り
身
体
の
自
由
を
奪
わ
れ
た
り
し
た
。
そ
れ
ら

に
対
す
る
反
省
と
し
て
現
在
の
日
本
で
は
、
現
行
憲

法
に
よ
り
、「
法
律
に
よ
る
留
保
」
を
付
さ
な
い
形

で
思
想
良
心
の
自
由
（
一
九
条
）
や
表
現
の
自
由

（
二
一
条
）
等
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、

近
年
で
は
特
定
秘
密
保
護
法
（
二
〇
一
三
年
制
定
）、

組
織
的
犯
罪
処
罰
法
の
改
定
に
よ
る
テ
ロ
等
準
備
罪

（
共
謀
罪
）
の
導
入
（
二
〇
一
七
年
）、
重
要
土
地
調

査
規
制
法
（
二
〇
二
一
年
制
定
）
と
い
っ
た
、
明
白

な
違
憲
立
法
と
い
え
る
数
々
の
治
安
立
法
が
強
行
成

立
し
て
き
た
。
大
日
本
帝
国
時
代
に
逆
戻
り
し
て
い

る
と
い
う
べ
き
状
況
で
あ
る
。
こ
う
い
う
と
き
で
あ

る
か
ら
こ
そ
、
松
本
さ
ん
の
ご
意
思
／
ご
遺
志
の
意

味
を
再
考
し
、
そ
れ
を
活
か
す
こ
と
が
強
く
求
め
ら

れ
て
い
る
と
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
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